
2018 年 11月 11日（日曜日）16時 30分から 19時まで、63号館ロームス

クェアーにて松浦佑次名誉教授生誕 100 年を祝う集いが開催されました。

松浦先生のご令嬢小林啓子様と、浅川基男名誉教授を主賓に迎え、松浦研

究室の 1951～1981 年卒業生 34 名が集まりました。

眞下進先輩と加藤泰明先輩（1965 年卒）が、松浦先生が永眠されて 20 年

以上経つ今日まで奥様や啓子様を温かく見守ってくださいました。

自己紹介、上田光先輩（1951 年卒）の言葉、丸田毅先輩（1956 年卒）の

音頭により乾杯、和やかに懇親会が進み盛り上がった頃浅川基男名誉教授が話されました。

大隈重信公が理工を創設したときの苦労と熱意、重信公

に温かい手を差し延べる篤志家がいたこと、浅川教授自身

が学生の頃の松浦先生とのふれあい、社会人生活を経て教

授となられて後に材料加工コースが消滅し復活への努力が

実って今に至り、早稲田大学理工機械科に塑性加工は今後

も続きますとのお話に感動しました。

翠川隆也先輩（1960年卒）に閉会の言葉をいただき、眞

下進幹事の挨拶、「都の西北」を 3番まで斉唱し、集合写

真を撮り解散しました。� （文責　河野　晃（1981 年卒））

「松浦佑次名誉教授　生誕100年を祝う集い」報告
報告　河野　晃　（1981年卒　松浦研）

≪早稲田機友会ニュースレター・第50号特別版（APL.2019）≫

【お詫び】この度、早稲田大学機友会ニュースレター50号の編集に関して、手違いがあり「松浦佑次名誉教授　生誕100
年を祝う集い報告」が、早期に原稿をいただいていたにもかかわらず、本編に入らなかったことを深くお詫び申し上げ
ます。松浦佑次名誉教授生誕100年については、機友会としても先人を偲ぶ有意義な機会であると認識しており、関係
の皆様お気持ちに少しでも応えるために、50号特別版として発行させていただきます。今後今回のことを教訓として役
立てていきたいと思います。今後とも機友会へのご支援を切にお願い申し上げます。� （編集責任者　石　太郎）

浅川基男名誉教授のお話
（鉄道模型の趣味は松浦先生と一緒、国鉄入社希望も住友金属へ就職）

集合写真（松浦先生の遺影は松浦啓子様が、奥様の遺影は眞下由美子様が持つ）
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機友会は学生・OB・OG・教員会員で構成され会員の会費と寄付によって運営されています
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2018年5月の機友会総会の折に機友
会の会長を拝命して、1年が経とうと
しております。この間いろいろなこと
がありました。半年前発刊のニュース
レター（WME 第 49 号）において、
「イノベーション2020」を掲げました。
そこでは、①浅川前会長の改革を継続
し、名簿を発刊する、②この先 10 年
の基盤構築と安定運営を目指す、③ 1
年以内に組織の若返りを図る、を掲げ
ておりました。そのためにまず、シニ
アの親睦会といったイメージからの脱
却を実現するため、シニアの豊かな経
験を次世代のために何とか活用したい
と考えました。その対象として、学生
をまず一番に大切にするためのアク
ションを起こすことを提案の中心に定
めました。
春は大学の暦が変わる時期で、卒業

してゆくもの、入学してくるものが入
れ替わります。それが毎年当たり前の
ように繰り返されていますが、実は、
大学から見ると、社会に新しい人材を
輩出していることになります。明治45
年 7 月、第 1回目の 16 名の卒業生を
世の中に送りだして以来、なんと
30,000人もの卒業生が早稲田大学の機
械系の学科から卒業されています。私
も 45 年前に本学の機械工学科を卒業
しました。その時は 1学年が 440名で
あり、当時 7号館（現 57 号館）の部
屋は一見モダンではありましたが、木

の机、座席が並び、冷暖房もなく、昔
の満員電車の中のような状態で授業を
受けておりました。それから 45 年の
間に、15,000人もの後輩ができたこと
になります。
当時は自分の後輩や先輩とどのよう

につながっていくかなど、考えること
はまったくありませんでした。しかし、
社会に出て仕事を始めると、たまたま
仕事相手が同窓生であったり、国際線
で隣に座った人が同窓生で、それを
きっかけに新しい仕事が始まったこと
もありました。この計り知れない可能
性を持つ巨大な組織を、何とか自然体
で機能させていきたいと考えています。
ところで、今から 45 年前の卒業論

文の発表は、機械学会フォーマットの
模造紙が配布され、ワープロやコピー
機がまったく普及していない時代で
あったので、マジックで字や図表を描
き、一枚一枚、紙を破りながら発表を
進めるものでした。現代のボタン一つ
で切り替わるパワーポイントのテクノ
ロジーに到達するまでには、原図を写
真に撮って現像後スライドを作成した
り、OHPの透明なフイルムに書いたり
印刷したりという時代を経て、今に
至っています。情報伝達の手段も固定
電話からFAX、携帯電話になり、現在
の高機能なスマートフォンの時代にな
り、隔世の感があります。
実は2018年 12月、あまりに仕事が

多すぎて疲労困憊したので、スマホも
PCも全く使わない 5日間を石垣島で

機友会会長からのメッセージ
総合機械工学科 教授　梅津　光生（1974 年 土屋研卒）
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